
（第三種郵便物認可）２０１８年１１月５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731
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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

加
憲
で
防
衛
費
は
青
天
井

弁護士に無料相談
費用の立替払いも

海に潜れば静寂がある

中
西　

健
裕
さ　

　

ん
（
枚
方
市
）

石垣島で出会った体長４㍍のマンタ

　

「
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科

九
条
の
会
」
は
植
松
健
一
立

命
館
大
学
教
授
を
講
師
に

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！
憲
法

〜
国
民
投
票
・
国
会
・
最
高

法
規
」
と
題
し
て
講
演
会
を

10
月
21
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。
参
加
は
40
人
。

江
原
豊
理
事
が
司
会
を
務
め

た
。

　

植
松
氏
は
、
安
倍
首
相
が

提
起
し
た
９
条
３
項
追
加
案

に
つ
い
て
、「
現
状
と
変
わ

ら
な
い
」
は
ず
が
な
い
と
断

じ
、
加
憲
に
よ
っ
て
軍
事
を

め
ぐ
る
様
ざ
ま
な
活
動
が

「
公
共
性
」
を
持
つ
と
批

判
。
軍
事
研
究
や
武
器
輸
出

あ
る
中
米
コ
ス

タ
リ
カ
を
紹
介

す
る
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画

「
コ
ス
タ
リ
カ

の
奇
跡
〜
積
極

的
平
和
国
家
の

も
公
共
の
利
益
に
な
る
と
さ

れ
、
自
衛
官
幹
部
や
Ｏ
Ｂ
議

員
の
政
治
的
発
言
力
が
増
大

す
る
と
し
た
。「
軍
事
大

国
」
の
様
相
を
呈
し
、「
防

衛
費
は
天
井
知
ら
ず
に
伸
び

て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
説

明
し
た
。

　

講
演
に
先
立
っ
て
、
日
本

の
９
条
と
同
様
、
憲
法
に
軍

隊
の
保
有
を
禁
じ
る
条
文
が

て
い
る
。
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
同
事
件
で
３
回
ま

で
無
料
で
弁
護
士
・
司
法
書

士
に
法
律
相
談
（
１
回
あ
た

り
30
分
程
度
）
が
で
き
た

り
、
か
か
っ
た
費
用
の
立
て

替
え
払
い
も
し
て
く
れ
る
。

　

無
料
相
談
や
立
て
替
え
払

い
制
度
の
活
用
に
は
、
収
入

と
資
産
に
つ
い
て
の
審
査
が

あ
る
。
ま
た
、
立
て
替
え
払

い
は
、
分
割
で
の
返
済
に
な

る
が
、
生
活
保
護
受
給
者
や

そ
れ
に
準
ず
る
程
度
に
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
場
合
、
返

済
の
猶
予
や
免
除
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
。

　

収
入
や
資
産
の
基
準
は
、

住
ん
で
い
る
地
域
や
家
族
の

人
数
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
毎

月
医
療
費
や
教
育
費
な
ど
の

つ
く
り
方
」
の
上
映
会
を
開

い
た
。
紛
争
の
絶
え
な
か
っ

た
中
米
で
１
９
４
８
年
に
軍

隊
を
廃
止
し
、
軍
事
予
算
を

ゼ
ロ
に
し
て
無
料
の
教
育

や
、
国
民
皆
保
険
の
実
現
、

環
境
保
全
に
力
を
注
い
だ
と

い
う
。

　

参
加
者
は
、
国
民
の
幸
福

を
追
求
す
る
コ
ス
タ
リ
カ
の

歩
み
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

「
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と

歯
科
医
師
失
格
か
も
し
れ
な

い
け
ど
…
…
」。
ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
魅
力
を
尋

ね
る
と
、
そ
う
口
を
開
い

た
。

　

「
同
じ
よ
う
な
歯
の
痛
み

で
も
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て

は
『
す
ご
く
痛
い
』
と
訴
え

た
り
、『
少
し
痛
い
』
と
言

っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
一
人

ひ
と
り
の
言
葉
に
毎
日
耳
を

傾
け
、
配
慮
し
な
が
ら
治
療

を
す
る
の
は
と
て
も
神
経
を

使
い
ま
す
。
で
も
海
の
中
で

は
、
ほ
ら
、
誰
も
言
葉
を
話

さ
な
い
で
し
ょ
う
。
仕
事
を

忘
れ
ら
れ
る
静
寂
の
空
間
な

ん
で
す
」

　

ダ
イ
ビ
ン
グ
を
始
め
て
25

年
が
経
つ
。
毎
年
20
回
は
海

に
潜
り
、
気
が
付
け
ば
約
５

０
０
回
。
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
沖
縄
で
家
族
と
楽
し
ん

だ
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
だ
。

色
鮮
や
か
な
魚
や
サ
ン
ゴ
に

心
を
奪
わ
れ
、
夢
中
に
。
帰

阪
後
、「
も
っ
と
潜
り
た

い
」
と
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま

ま
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
教
室
の
門

を
た
た
い
た
。

　

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
っ
て
数

回
潜
っ
た
時
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
ナ
ー
に
沖

縄
・
宮
古
島
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
。
現
地
を
訪
れ
て
経

験
数
を
伝
え
る
と
、
周
り
の

ダ
イ
バ
ー
か
ら
「
お
前
、
そ

ん
な
ん
で
よ
く
来
た
な
あ
」

と
驚
か
れ
た
。「
宮
古
島
と

い
え
ば
当
時
は
ベ
テ
ラ
ン
が

集
ま
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
み
た

い
で
。
怖
い
も
の
知
ら
ず
に

映
っ
た
よ
う
で
す
」
と
苦
笑

飽
き
ま
せ
ん
」

　

「
こ
れ
は
こ
の
前
、
石
垣

島
で
撮
っ
た
写
真
で
す
」
と

見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
ダ
イ

バ
ー
憧
れ
の
マ
ン
タ
。
時
期

さ
え
合
え
ば
遭
遇
す
る
確
率

は
高
い
と
い
う
。

　

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
魅
力
は
海

だ
け
で
は
な
い
。
陸
に
上
が

っ
て
か
ら
も
楽
し
み
が
あ

い
。

　

「
宮
古
島
は
透
明

度
が
高
く
、
魚
も
豊

富
。
変
化
に
富
ん
だ

ポ
イ
ン
ト
が
多
数
あ

る
の
で
一
番
の
お
気

に
入
り
で
す
。
潮
の

流
れ
が
速
い
と
こ
ろ

を
岩
に
し
が
み
つ
き

な
が
ら
巡
っ
た
り
、

洞
窟
内
を
泳
い
だ

り
。
何
度
訪
れ
て
も

る
。
ダ
イ
バ
ー
同
士
の
交
流

だ
。「
趣
味
が
同
じ
な
の
で

初
対
面
で
も
す
ぐ
に
打
ち
解

け
ら
れ
る
。
潜
っ
た
海
を
ネ

タ
に
酒
を
酌
み
交
わ
す
と
最

高
に
盛
り
上
が
り
ま
す
」

　

夢
を
尋
ね
る
と
「
や
っ
ぱ

り
ジ
ン
ベ
イ
か
な
」
と
。
世

界
最
大
の
魚
類
・
ジ
ン
ベ
イ

ザ
メ
と
泳
ぎ
、
写
真
に
収
め

た
い
、
と
目
を
輝
か
せ
る
。

「
ジ
ン
ベ
イ
と
言
え
ば
…

…
」
と
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
へ
向
か
う
途

中
、
船
長
が
突
然
「
ジ
ン
ベ

イ
だ
」
と
叫
ん
だ
。
す
か
さ

ず
マ
ス
ク
を
か
ぶ
り
、
海
に

ダ
イ
ブ
。
し
か
し
、
そ
こ
に

居
た
の
は
獰
猛
で
危
険
な
タ

イ
ガ
ー
シ
ャ
ー
ク
だ
っ
た
。

慌
て
て
船
に
は
い
上
が
り
、

難
を
逃
れ
た
と
い
う
。「
ジ

ン
ベ
イ
に
会
う
ま
で
死
ね
ま

せ
ん
か
ら
」
と
〝
事
件
〞
を

楽
し
そ
う
に
振
り
返
る
。

　

宮
古
島
は
12
月
に
な
っ
て

も
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
き
る
。
海

の
中
で
心
身
を
満
た
し
、
患

者
さ
ん
の
痛
み
に
寄
り
添
い

な
が
ら
治
療
に
向
き
合
う
日

々
を
送
る
。

法
テ
ラ
ス

　

法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
、「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
料

金
が
払
え
る
か
不
安
」
と
い

う
と
き
は
法
テ
ラ
ス
（
日
本

司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
活

用
し
た
い
。

　

法
テ
ラ
ス
は
、
国
民
の
た

め
の
法
律
総
合
相
談
窓
口
で

ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
法
制
度

や
相
談
窓
口
の
紹
介
を
行
っ

出
費
が
あ
る
場
合
は
一
定
額

ま
で
考
慮
さ
れ
る
。

　

法
テ
ラ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
ダ

イ
ヤ
ル
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
０

―
０
７
８
３
７
４

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

木
野
孔
司
氏
（
元
東
京
医
科
歯
科
大
学
准
教
授
、
木

野
顎
関
節
研
究
所
所
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

い
つ
も
歯
と
歯
が
触
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
―
１
０
０

歳
ま
で
自
分
の
歯
を
使
う
た
め
に
は

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会　

市
民
講
座

法
律　

12
月
３
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

12
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

12
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

おおさか医科・
歯　科　九　条　の　会

相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
術
⑥

植
松
氏　

軍
事
大
国
化
を
批
判

日
時　

11
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

石
濱
孝
二
氏
（
大
阪
警
察
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※ 

本
研
修
は
「
歯
初
診
」
の
内
容
を
含
む
た
め
、
希
望
者

（
会
員
限
定
）
に
は
「
院
内
感
染
防
止
対
策
に
関
す
る
研

修
」
を
修
了
し
た
旨
の
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
遅
刻
・

途
中
退
出
さ
れ
た
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
歯
科
医
療
に
お
け
る
院
内

感
染
防
止
対
策

11
月
度
生
涯
研
修

日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

上
野
精
一
氏
（
み
の
り
税
理
士
法
人
・
公
認
会
計
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

医
院
の
た
め
の
税
制
優
遇
制
度
・
助
成
金
な
ど
の
活

用
術
と
資
産
運
用
と
の
接
点

医
科
・
歯
科
共
催　

経
税
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

井
上
美
佐
氏
（
医
師
、
守
口
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

病
気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
―
認
知
症
・
感
染

症
・
血
液
の
病
気
・
膠
原
病
・
抗
癌
剤
・
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
剤

大
阪
市
北
部
地
区

大阪社保協発行「2018-
2020相談活動ハンドブッ
ク」は１冊300円。ご希
望の場合は、協会事務局
まで。

９条加憲を批判する植
松氏＝10月21日、Ｍ＆
Ｄホール

無料相談・立て替え払い制度の基準（大阪の場合）
人数
※ 手取月収額 家賃や住宅ローンを抱えている

場合に左記に加算できる限度額 資産合計額

１人 20万200円以下 ５万3000円以下 180万円以下
２人 27万6100円以下 ６万8000円以下 250万円以下
３人 29万9200円以下 ８万5000円以下 270万円以下
４人 32万8900円以下 ９万2000円以下 300万円以下
※人数に含まれるのは申込者本人、同居配偶者、同居の扶養家族


